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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
五
年
度

　

秋
季
善
行
表
彰

受

賞

者

伝

達

式

支
部
長
会
の
概
要
報
告
（
２
）

◆	

地
元
の
神
社
に
寄
付
を
し

た
り
し
て
存
在
を
高
め
て

い
く
よ
う
努
め
て
い
る

が
、
新
し
い
人
脈
を
作
っ

て
会
員
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。
善
行
会
が
持
続

可
能
な
組
織
と
な
る
た
め

に
、
財
政
健
全
化
は
不
可

欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

会
議
の
食
事
や
飲
み
物
等

経
費
の
節
約
の
よ
う
な
身

を
切
る
改
革
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。
　

	

（
西
東
京
支
部元

角
支
部
長
）

◆	

区
の
教
育
委
員
会
に
申
し

入
れ
て
、
善
行
青
少
年
の

表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

	

（
板
橋
支
部

平
岩
支
部
長
）

◆	

会
員
の
自
宅
の
庭
で
ホ
タ

ル
の
鑑
賞
会
を
開
き
、
善

行
会
の
会
員
勧
誘
に
努
め

て
い
る
。

　（
練
馬
支
部

栗
原
支
部
長
）

◆	

支
部
は
、
創
立
四
十
五
周

年
を
迎
え
、
会
員
数
は

四
十
名
で
あ
る
。
設
立
当

初
か
ら
、
市
役
所
に
事
務

局
が
置
か
れ
て
お
り
、
市

長
直
属
の
秘
書
担
当
で
事

務
を
仕
切
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
市
役
所
と
も
っ
と

協
力
し
て
支
部
の
強
化
に

努
め
て
い
き
た
い
。

	

（
狛
江
支
部

飯
田
支
部
長
）

◆	

会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
善
行
会
の
行
事
も

困
難
に
な
っ
て
い
る
。

	

（
川
崎
支
部佐久

間
事
務
局
長
）

◆	

各
支
部
は
地
域
に
お
け
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
地
元
の
マ
ス
コ
ミ

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
と
い
う
印
象
を
受
け

た
。
明
治
神
宮
の
表
彰
式

も
全
国
の
マ
ス
コ
ミ
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
善
行
会
の

活
動
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

	

（
小
田
原
支
部志

村
支
部
長
）

◆	

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
参
加
は
私

だ
け
な
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
開
く
よ
う
努
力
を

し
た
い
。

	

（
愛
知
県
支
部永

津
支
部
長
）

◆	

支
部
は
、
コ
ロ
ナ
前
か
ら

事
務
局
長
の
引
継
ぎ
が
出

来
ず
、
活
動
も
止
ま
っ
て

い
た
が
、
昨
年
六
月
か
ら

役
員
数
人
で
再
興
し
よ
う

と
や
り
か
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
行
政
と
の
関

係
も
復
活
し
、
表
彰
の
推

薦
を
し
て
も
ら
う
よ
う
働

き
か
け
て
い
る
。
ま
ず
賛

助
会
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、

正
会
員
と
い
う
形
で
の
会

員
の
入
会
促
進
が
出
来
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

	

（
大
阪
支
部

太
田
支
部
長
）

◆	

北
海
道
、
東
北
や
四

国
、
九
州
か
ら
の
出
席
者

は
、
宿
泊
費
と
交
通
費
で

一
〇
万
円
も
か
か
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数

秒
名
前
を
呼
ば
れ
る
だ
け

で
表
彰
は
終
わ
っ
て
し
ま

う
。
一
方
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
時
間
は
長
い
。
表
彰

式
の
時
間
配
分
を
再
検
討

し
て
ほ
し
い
。

	

（
四
国
中
央
支
部

石
川
支
部
長
代
理
）

◆	

同
じ
活
動
で
四
人
以
上

の
者
を
推
薦
す
る
場
合

は
団
体
で
と
い
う
方
針

で
あ
る
が
、
個
人
個
人
を

表
彰
し
て
ほ
し
い
の
で
、

今
年
四
人
、
来
年
四
人
と

い
う
推
薦
を
し
た
。
受

賞
の
感
激
が
次
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
、
四
人

以
上
で
も
個
人
個
人
の

表
彰
と
す
る
よ
う
検
討

し
て
ほ
し
い
。

	

（
筑
後
支
部

山
中
支
部
長
）

◆	

困
っ
て
い
る
の
は
、
会
員

の
死
亡
に
よ
り
会
員
数
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
今
後
財
政
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
検
討
を
進

め
る
等
の
話
を
聞
い
て
心

強
く
感
じ
た
。

	

（
熊
本
県
宇
土
支
部

山
下
支
部
長
）

◆	

市
が
実
施
し
て
い
る
「
あ

な
た
が
支
え
る
一
パ
ー
セ

ン
ト
事
業
」
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
ら
、
二
六
五
名

の
市
民
が
参
加
し
、
団
体

へ
の
補
助
金
の
限
度
額
を

超
え
る
資
金
が
集
ま
り
、

マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
支
部
と
し
て
は

こ
の
よ
う
な
新
し
い
事
業

を
展
開
し
な
が
ら
、
会
員

の
増
、
資
金
作
り
を
模
索

し
て
い
る
。

	

（
大
分
県
支
部

松
井
理
事
）

◆	

毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
い
、
資

金
集
め
を
し
て
お
り
、
今

年
も
七
月
に
実
施
し
、

三
〇
〇
人
以
上
が
参
加
し

て
、
集
ま
っ
た
浄
財
は
、

児
童
養
護
施
設
、
上
毛
新

聞
の
募
金
、
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
に
寄
付
し
、
善

行
会
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
魅
力
あ
る
会
で
あ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
支
部
の
魅
力
を
会
員

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

い
い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

	

（
群
馬
県
北
毛
支
部

島
村
支
部
長
）

◆	

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
も
交
通
安
全
折
り
鶴

運
動
に
よ
り
、
善
行
会

活
動
の
周
知
に
努
め
て

お
り
、
先
日
も
六
か
所

の
警
察
署
と
知
事
と
市

長
の
と
こ
ろ
に
折
り
鶴

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
配
っ
て

ま
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
年
間
に
一
万
個
以
上

作
っ
て
、
学
校
、
地
域
の

交
通
安
全
協
会
、
登
下
校

の
児
童
な
ど
に
配
っ
て

い
る
。
善
行
会
の
名
前
も

広
が
り
、
協
力
者
も
増
え

て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
て
い
る
。

	

（
宇
都
宮
支
部松

本
支
部
長
）

◆	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
諸
活
動

の
停
滞
。
高
齢
化
社
会
、

若
年
層
の
社
会
活
動
の

志
向
の
変
化
。
善
行
会
活

動
も
六
年
度
は
ス
タ
ー

ト
の
新
た
な
年
と
し
て

多
く
の
課
題
を
一
つ
ず

つ
良
い
方
向
に
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
て
本
来
の
善

行
活
動
の
推
進
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

	

（
前
橋
支
部

	

　
相
澤
支
部
長
）

【
大
分
県
竹
田
支
部
】

表
彰
伝
達
式
報
告
及
び

能
登
半
島
地
震
被
災
地

支
援
募
金
活
動
の
実
施

平
成
五
年
十
二
月
四
日
、

竹
田
市
役
所
に
お
い
て
、
受

賞
者
三
名
、
工
藤
厚
憲
様
、

桑
島
隆
様
、
森
日
登
美
様
に
、

土
居
昌
弘
市
長
よ
り
、
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
終
了
後
、
土
居
市

長
、
中
城
賢
一
支
部
長
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夕
方
に
全
会
員
で
祝
賀
会

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
六
年
一
月

十
四
日
竹
田
市
内
の
ス
ー

パ
ー
二
ヵ
所
で
、
能
登
半
島

【
福
岡
県
筑
後
支
部
】

令
和
五
年
度

秋
季
善
行
表
彰

伝
達
式
の
開
催
報
告

令
和
五
年
十
二
月
十
六

日
（
土
）
に
秋
季
善
行
表

彰
伝
達
式
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
当
日
は
ご
来

賓
と
し
て
柳
川
市
長
は
じ

め
、
藤
丸
衆
議
院
議
員
の

秘
書
、
板
橋
県
議
会
議
員
、

椛
島
県
議
会
議
員
な
ど
、

多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
盛
大
な
中
で
実
施
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

【
熊
本
県
宇
土
支
部
】

令
和
五
年
度
秋
季
善
行

彰
伝
達
式
を
開
催

令
和
五
年
度
秋
季
善
行
表

彰
伝
達
式
を
元
松
茂
樹
市

長
、
西
山
宗
孝
県
議
、
藤
井

慶
峰
市
議
会
議
長
、
太
田
耕

幸
教
育
長
を
来
賓
に
迎
え
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
は
宇
土
支
部
推
薦
で

事
故
防
止
活
動
で
早
川
通
さ

ん
、
守
田
新
一
さ
ん
、
青
少

年
指
導
で
川
崎
照
美
さ
ん
、

環
境
美
化
活
動
で
後
藤
修
一

さ
ん
、
公
共
生
活
へ
の
貢
献

【
岩
手
県
宮
古
支
部
】

秋
季
善
行
表
彰

伝
達
式
の
開
催

去
る
十
二
月
十
日
ホ
テ

ル
沢
田
屋
に
お
い
て
秋
季

で
佃
安
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
善
行
会
勝
野
堅
介
会

長
か
ら
祝
意
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
、
元
松
茂
樹
市

長
他
来
賓
各
位
か
ら
は
地
域

社
会
で
長
年
に
わ
た
り
善
行

を
実
践
活
動
さ
れ
た
受
賞
者

に
ね
ぎ
ら
い
と
敬
意
の
祝
辞

を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
善
行

運
動
の
推
進
に
努
め
る
宇
土

支
部
に
謝
意
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
伝
達
式
終
了

後
、
参
加
者
は
事
前
に
申
し

込
ん
だ
宇
土
支
部
応
援
弁
当

（
支
部
運
営
支
援
金
が
含
ま

れ
た
弁
当
）
を
手
に
散
会
し

ま
し
た
。

地
震
被
災
地
を
支
援
す
る
た

め
、
中
城
支
部
長
以
下
十
三

名
が
、
街
頭
募
金
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
九
万
円
は
大

分
合
同
新
聞
社
福
祉
事
業
団

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
ら
れ

ま
し
た
。

善
行
表
彰
の
伝
達
式
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
、
善
行
会

会
員
十
八
名
で
会
員
と
の
親

睦
会
を
含
め
て
行
い
ま
し

た
。ま

た
、
剣
道
青
少
年
指
導

者
岩
泉
町
の
工
藤
満
氏
は
、

当
日
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

感
染
し
、
欠
席
し
た
た
め
、

岩
泉
町
の
善
行
調
査
委
員
の

澤
里
寛
氏
が
支
部
長
代
理
と

し
て
、
後
日
、
工
藤
氏
に
伝

達
を
行
い
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
、
市
長
か
ら
賞

状
と
記
念
品
を
授
与
さ
れ
た

受
賞
者
の
皆
様
は
直
接
ご
祝

辞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感

無
量
の
ご
様
子
で
し
た
。


